
令和２年度伏見区地域保健推進協議会議題に係る意見集約

書面審議期間 令和２年８月１４日～８月２５日

＜議題＞

１ 部会長・副部会長の選出について

 ・承認   １５名

・不承認   ０名

案のとおり，部会長に小川正雄氏，副部会長に松田保子氏を選任する。

＜報告＞

１ 令和元年度事業実績報告について 

 ・３歳児健診において，本所の受診率が低いのが気になる。 

・母子手帳交付件数が前年に比べ減少しているが，妊婦訪問数が増えている。 

  年度末コロナ感染対策で個別訪問が増えたのか？ 

➡ 訪問回数が増えたのは，複数回の訪問が必要な妊婦が増えたためだと 

考えられます。 

２ 令和２年度伏見区の健康課題と事業取組について 

 ・３歳児健診受診者中，う歯保有率が醍醐支所において高い数字が出ているが， 

新しい取組みに着手していることから少しずつ改善すると考える。 

 ・新型コロナウイルス感染症に対する情報や取り組み（伏見区内の医療体制の

情報や区民への啓発など）を積極的に行ってほしい。

 ・コロナの感染状況によりいろんな取組がしにくくなっている。こういった

取組も新しい考え方でやっていかないといけない。人との接触が減ること

による新たな課題が出てくると思う。それを予想して早めに対応できる方

法を考える必要がある。

３ その他

 ・介護予防の取り組みが必要だが，地域包括ケアシステムの推進の中，認知症

高齢者等への取り組みや伏見区の高齢者への情報を分かりやすく周知して

ほしい。

 ・新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行いながら，地域での活動を進める

ことが大変で難しく感じている。

 ・醍醐地域の生活保護率の高さと，健康問題を抱える方が多いのは関連がある

のか？医療費抑制の為にも原因究明や対策が必要と思う。

➡ 生活保護率だけでなく様々な複合した生活習慣の課題等があると考え

られます。


